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原発再稼働反対の要望書を和歌山県知事に提出

 
 
「脱原発わかやま」では、和歌山県知事に下記の要望書を提出しました。 
伝えられる関西電力大飯・高浜原発の再稼働に向けた規制委員会審査、およ
び事故時における30キロ圏内住民の避難に関して、未解決の課題や重大な
疑義があること、そのため関西広域連合に加盟するわが県としても、再稼働
反対の意思表示をしていただきたい、というものです。 
これまでにも何度も、和歌山県へ要望書を提出したり、話し合いの場を設けた
りしてきました。容易に成果が得られるものでもありませんが、少しでも私たち
県民の声が届くことを願って、これからも働きかけていきます。 
 
 
　　　……以下、要望書…… 
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再稼動反対と原子力災害時の避難に関する 
要望書 

 
原子力規制委員会は、現在、再稼動に向けた審査を加速させていて、新聞報道によれば、早ければこ
の春には、最初の認可を出す見通しであると伝えられています。 
しかし、大飯原発や高浜原発には、重要免震棟やフィルター付ベント設備などの安全上重要な施設がい
まだに整っていません。さらに、現在進められている原子力規制委員会の審査内容に大きな問題点が、
次のように明らかになってきています。 
まず地震動評価について、地震動の評価と津波の評価とでは、二重基準が適用されているという矛盾が
出てきています。両者は同一の波源でありながら別々の算定式（入倉式と武村式）を用いているため、津
波評価（武村式）を地震動評価に適用すると、４．７倍も大きくなります。このような場合には、安全側の
基準を用いることは、福島第一原発の重大事故の教訓であり、また原発という危険かつ重要な施設の安
全審査にあたっては鉄則であるはずです。そうであれば、地震動評価にも武村式を適用すべきでありま
す。それにもかかわらず、地震動の評価を危険側である入倉式を採用して審査をしている現在の審査に
は重大な疑問が生じます。 
この問題は、昨年１２月１８日の審査会合において、規制庁の地震・津波安全対策担当の小林安全規制
管理官から指摘されたものですが、これを無視することがあってはなりません。 
従って、現在行っている審査は原発の安全性を担保できると言えないのであり、原発の再稼動を認める
ことは許されません。 
さらに、事故時における避難について、避難経路や輸送手段の確保、道路の渋滞、スクリーニング、障
害者等要援護者の避難など、さまざまな課題が浮かび上がっています。現状では、若狭の原発から３０
キロ圏内の約４０万人の住民の安全な避難が保証されているとはいえません。 
以上のように再稼動にはいくつもの重大な問題がありますので、若狭湾の原発群を有する関西広域連
合に加盟する和歌山県として、現段階における再稼動にぜひ反対の意思表示をして下さい。 
また、和歌山県の避難者の受け入れ計画については、一例として昨年１０月、田辺市と京都府綾部市と
が覚書を締結していますが、それらを含めて具体的に明らかにして下さい。 

以上 
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2014年01月14日(火)

原発について新成人にたずねました

 
＜２０歳になられたみなさんへ＞ 
 
成人おめでとうございます。 
１２日、晴れ着姿でにぎわう成人式会場、和歌山ビッグホエール（もちろん館
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外）で、シールアンケートを実施させてもらいました。主催は、市民団体の「平
和と憲法を守りたい市民の声」。 
今の若者は、憲法９条や原発についてどう考えているのだろう？これからの社
会を担っていくあなた方の行く末が明るく、よりよい方向へ開けていくことを
願って、毎年続けていて今回で１０回目と恒例になっています。 
 

 
今年のアンケート項目は、「憲法９条を知っている・知らない」、知っている人は
「憲法９条はいる・いらない」、および「原発はいる・いらない」だけ。回答数をカ
ラーシールでボードに貼っていくもの。今年の和歌山市新成人のちょうど１割
にあたる、３６０人余りから回答をいただきました。 
 
結果は----------------------------------------------------- 
憲法９条を　知っている　　　２３７名（64．2%） 
　　　　　　　　知らない　　　　１３２名（35．8%）　 
憲法９条を知っている人のうち 
　　　　　　　　９条はいる　　　２１６名（91．1%） 
　　　　　　　　９条はいらない　１３名（ 5．5%） 
　　　　　　　　判らない　　　　　　８名（ 3．4%） 
 
原発について　　いる 　　　 １１０名（31．1%） 
　　　　　　　　いらない 　　　 ２１０名（59．3%） 
　　　　　　　　判らない 　　　　 ３４名 ( 9．6%） 

---------------------------------------------------------- 
 
これによると、「原発はいらない」が６割近くを占めています。でも一昨年、昨年
と徐々に漸減しているのが少し気がかりです。また昨年秋に「子どもたちの未
来と被ばくを考える会」が和歌山市民を対象に行った同趣旨の調査と比較して
も（ブログ12月13日号）１０ポイント以上低くなっています。 
福島原発事故から３年近くになり、「風化」が浸食しているのでしょうか。今日
の佳き日を着飾って迎えた新成人には、いかにも遠い出来事ということでしょ
うか。 
 
調査しながら若い人と話すのは、なかなか興味深いものでした。 
「原発はやっぱり必要」「なんで？」「電気がないと生活できないから」「いま電
気なくて困っている？いま原発は全部止まっているよね」「えっー、ウソ？！」
「電気が足りてるなら原発いらないかな」 
原発が稼働しなくても現行のままでやっていける、と単純にはいわないけど、
電気がないと生活できないから原発は必要、という図式を単純に刷り込まれて
はほしくないものです。 
 
「核のごみ処理が大問題だよね？」については「僕らの子どもたちが何とかし
てくれることを期待している」…これにはじぇじぇでしたけど、考えてみれば無理
もない。われわれ親（祖父母）世代が同じこと思ってるんだもの。本当のところ
は、あなたたちに期待してはいけない（出来ない）し、あなたたちも子どもに期
待してもいけないのに。 
時間があればもっと話し合いたかったです。 
 
会場周辺にあふれかえる華やかな晴れ着に一世一代？のおめかし、出会い
の歓声。記念撮影。 
そんななかで場違いなグループが9条、原発などという話をたずねてくる、とひ
いてしまった新成人もいたかもしれません。でも、そんな人も含めて、このこと
への引っ掛かりを、どこか頭の隅っこでも残しておいて貰いたいです。これから
社会の主役として生きていくうえで、とても大事なことだと思うから。 
 
穏やかな好天に恵まれ、新成人のみなさんも、調査に駆け回る私たちも、よ
かったです。 

(sora) 
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2014年01月08日(水)

学習交流会のお知らせ

 
あけましておめでとうございます 

新年がよい年になりますように念じています 
 
 
１月２５日（土）ビッグ愛にて、 
「子どもたちの未来と被ばくを考える会」
http://kodomomiraikibou2012.seesaa.net/ 
主催による学習交流会が、開催されます。 
福島原発事故に心を痛めておられる方、よくわからないのでもう少し知りたい
なと思われる方、参加してみませんか。 
ゲストとして、元京大原子炉実験所の海老澤徹（えびさわ とおる）さんが参加
されます。 
 
 
↓　海老澤さんからのコメントです 
汚染水の問題は、事故初期より深刻な問題であり、一貫して調査してきまし
た。 
しかし、東電は、現在問題になっている環境への放射能漏洩の実態をずっと
隠してきた経緯があります。 
今や隠せないし、東電だけではどうしようもない事態になって、公表するように
なったということです。 
食品汚染の問題に付いても、事故初期とは状況が大きく異なってきたので、最
近のデータを準備しておきます。 
最近の福島事故の現状等についても基礎的データは準備します。 
 
 
↓　「子どもたちの未来と被ばくを考える会」のチラシです 
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